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VRおにぎりプロジェクト。

それは、ふとした喜びや、ちょっとした怒り̶̶

言葉にできない心の中を、

おにぎりで そっと可視化するプロジェクトです。

「握ることで、心をかたちにする」

“握る”という手の動きに感情を込めて、

VR空間でカタチにし、時には現実にプリントする。

そんな、あたらしい感情表現方法です。

① 感情を握る？
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人の感情は、いつも“いいもの”ばかりとは限りません。

楽しい、嬉しい、だけじゃなくて、

「イライラする」 「なんとなくしんどい」もある。

このプロジェクトは、そういった感情もふくめて、

握ったり、たたいたり、のばしたり、

身体の感覚を通して表現するツールです。

感情を、ことば以外の方法で表す手がかりとして、

「ユーモア」と「ケア」をかけ合わせた体験を

届けることを目指しています。

② 目的
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おにぎりは、記憶のかたち̶̶

誰かを想って握ったあの日、

誰かが想って握ってくれたあの日。

思い出と一緒に、心に残っている。

おにぎりは、食べ物でありながら、

「気持ちを手渡す」身近な かたち かもしれません。

“食べるためじゃない、おにぎり”。

感情を表現する、新しいコミュニケーションのかたちを

プロジェクトを通じて見つけてみたいのです。

③ なぜ「おにぎり」なの？
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センサーデータ / 影響するパラメータ

やわらかいセンサー内蔵のおにぎり型デバイスに、

いまの自分の感情をこめて握ってみます。

ぎゅっと握る／力いっぱいたたく／じんわりつつむ̶

そうした動きが、握力や温度、リズムとして記録され、

あなたの気持ちを表現したおにぎりが生成されます。

オプションで顔の写真や周囲の音も記録し、

感情の「ドライブレコーダー」にもなります。

④ どんな仕組み？　Step 1：握る（インプット）
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＼ これが ONIGLEEの内部構造だ！／

◯握力 / 大きさ・とげとげ度　◯温度 / 色のあたたかみ　◯時間 / 密度・硬さ
◯脈拍の上下 / 動的形状変化（ゆらぎ）　◯投げ/叩き/撫で / 形状の崩れ方
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にぎった瞬間、「ボヨヨン」と音が返ってきたり、

長く握ると「がんばってるね～」など

やさしい声が聞こえたり。

手応え、音、光といったフィードバックが、

気持ちにそっと寄り添います。

握り方・スピード・強さ・脈の変化によって、

内部では着 と々、おにぎりの形状が変わっていきます。

④ どんな仕組み？　Step 2：感じる（フィードバック）

GOOD
　FEELING!

＼ 手のひらサイズのおにぎり型デバイス／



● 画像出力 → SNSで感情共有できる「にぎりアート」

● 3Dデータ → STL形式など、フィギュアやアート作品に

● ログ機能 → 何時何分に、どんな感情のおにぎりを握ったか記録
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握りおわると、あなたの感情が、

世界にひとつのおにぎりとしてVR空間に出現します。

とがっていたり、重たかったり、ふわっとしていたり。

そのかたちには、あなたの気持ちがにじんでいます。

3Dデータとして保存したり、実際にプリントして

手渡すこともできます。

④ どんな仕組み？　Step 3：見える（アウトプット）
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表現すること、受けとめること、

見えない感情をいっしょに見つめること̶̶

さまざまな現場で、この「握る」という行為が

新しい対話の扉をひらきます。

●感情教育の教材に

●発達支援・障がい支援のコミュニケーション補助に

●カウンセリングやセラピーの導入に

●アートイベントや教育現場での体験ワークショップに

⑤ どう活用できる？

オニグリー

カンバセーション



ONIGLEEは、一過性ではなく、積み重ねていく感情の

“かたち”を記録し、共有していくことができます。

●親子で「にぎる彫刻」をつくるワークショップ

●毎朝ひとつ握って、週末にまとめて感情ギャラリー

●学校プログラム

●地域施設で、感情を「うけとる」ような展示体験

●感情のアーカイブとして、変化を可視化する試み

⑥ 展開イメージ（ワークショップ案など） ONIGLEE
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「おにぎりギャラリー」
　　　　　　をつくろう！

「今日はどんな
　　おにぎりを握った？」

握った時の気持ちを一言書いたり、写真で記録にしたり、

3Dプリントした「おにぎりオブジェ」として並べて飾ると「自分の感情地図」になる！

ワークショップや学校で、感情表現や相互理解のツールにも使える。
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この取り組みで制作するデバイスを、

ONIGIRI（おにぎり） と、GLEE（喜び・感情）の単語を

組み合わせ「ONIGLEE(オニグリー）」と名付けました。

ただの「喜び」だけではなく、怒りや悲しみ、不安といった

ネガティブな感情も含めて、すべての感情をやさしく包み

受け入れる。

そんな想いを込めた、“握る”ことで心のかたちを視覚化し、

記録し、誰かと分かち合うことができる感情I/Oデバイス

なんです。

⑦ ネーミングについて
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　「怒ってもいい」 「モヤモヤしてもいい」 いまの自分をまるごと
受けとめてくれる場所が、少しだけ増えたら。
優しさの“おにぎり”も、怒りの“おにぎり”も、ちゃんと並べて飾れる
世界があれば素敵。
　このとりくみは、感情を“握って、誰かにそっと手渡す”ための道具
です。あなたの中にある、まだ言葉にならない気持ちを、おにぎりの
ようにふわっと、あたたかく包んでくれるような存在になれたら嬉しく
思います。

⑧ 最後に ONIGLEE
Emotional I/O Device

オ ニグリー

喜

楽哀

怒

長男に依頼し、紙粘土を使って、ONIGLEEで「喜・怒・哀・楽を表現したら？」のプロトタイプを作ってもらいました。

のおにぎりのおにぎり

のおにぎりのおにぎり

感情を並べて「おにぎりギャラリー」



⑨ 展開アイデア

３D/3Dプリンター
日々 のうれしい、楽しい、悲しい、怒った といった

いろんな感情をストーリーと共にデジタルで送り合う。
お互いの感情を認め合い、鑑賞して味わう。

「料
理が
上手
にでき

たよ」

「ダンスで大会にでたんだ」

DIGITAL

3D 画像

おにぎりエール

ONIGLEE

ねんど

おにぎりじゃなくてもOK
撮影

ONIGLEE

感情の表現
スキャン

世 界

３D/3Dプリンター

「世界平和をねがうよ！」

「友
達とケ

ンカし
ちゃっ

た（涙
）」

「1
00
点取
った
よ！
」

「今日いい
ことがあっ

たんだ！」
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おにぎり撮影

ONIGLEE

感情の表現
スキャン

日 本




